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第12回 6月3日の授業内容

§4. 確率変数と確率分布
– §4.5 基本的な確率分布

§4.5.3 一様分布
§4.5.4 指数分布
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§4.5.3 一様分布 uniform distribution

連続型確率変数のひとつ

ストップウォッチの例のように、すべてのとりうる
実数値が等可能性で出現

分布関数：
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§4.5.3 一様分布(2)

確率密度関数：

平均：

分散：
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§4.5.3 一様分布(3)

表記について
– Xが[a,b]（または(a,b)）の一様分布に従うとき、
（すなわち、Xの確率分布が[a,b]の一様分布であると
き）、

X～U(a,b)
で表す。
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§4.5.4 指数分布 exponential distribution

指数分布とは
– 連続型確率変数の一つ
– とる値の範囲は [0, ∞]
– 寿命の分布などに用いられることが多い
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§4.5.4 指数分布(2)

確率密度関数
– パラメータβ（>0）の関数
– 平均はβ、分散はβ2
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§4.5.4 指数分布(3)
密度関数の形状

0を最大として指数的に減衰するタイプの分布
指数分布の密度関数
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§4.5.4 指数分布(4)

分布関数

指数分布の性質
– X～U(0,1)とすると、

Y=-βlogX
は指数分布にしたがう。
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§4.5.4 指数分布(5)

指数分布の性質(2)
– 指数分布はポアソン過程のインターバル（待ち時間）の分布になっ
ている。

– 単位時間[0, s]におけるポアソン過程の平均をmsとすると、この単
位時間においてポアソン事象がy回起きる確率は、

–

したがって、単位時間内にポアソン事象が1回も起きない確率は

これより、
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指数分布の分布関数
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§4.5.4 指数分布(6)

指数分布の性質(3)
– 記憶の欠如

P(X>n+m|X>m)=P(X>n)
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